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新春座談会

司
会　
最
初
に
新
年
を
迎
え
て
の
抱
負

を
議
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

林
田
議
長　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
人
口

減
少
社
会
に
向
け「
新
た
に
手
を
打
つ
」

こ
と
と
従
来
の
政
策
の
「
取
捨
選
択
を

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
制
度
、
事

業
、
建
築
整
備
等
が
、
30
年
か
ら
40
年

後
に
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
る
か

を
想
像
し
て
、「
助
け
合
い
に
よ
る
市

民
生
活
の
維
持
」「
市
の
公
益
に
寄
与

し
て
い
る
」「
ま
ち
の
魅
力
に
誇
り
が

持
て
る
」
こ
と
な
ど
に
つ
な
が
る
発
想

で
、
議
会
が
よ
り
存
在
を
示
す
一
年
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
次
に
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

林
田
議
長　
新
た
な
地
域
振
興
策
や
観

光
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
等
に
関

し
て
議
員
に
は
多
様
な
考
え
が
あ
り
、

ど
ん
な
意
見
に
も
思
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
見
定
め
つ
つ
、
地
域
の
課
題
を

議
会
全
体
の
課
題
と
し
て
、
議
員
間
に

よ
る
議
論
を
高
め
、
よ
り
よ
い
方
法
を

模
索
し
、「
合
意
を
す
る
」
た
め
の
仕

組
み
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
、
副
議
長
に
新
年
を
迎
え
て
の
抱

負
を
お
聞
き
し
ま
す
。

土
山
副
議
長　
副
議
長
は
、
議
長
が
事

故
あ
る
時
に
議
長
の
代
わ
り
を
努
め
る

こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
た
中
で
、
議

員
と
し
て
、
行
政
に
対
し
て
些
細
な
こ

と
で
も
提
案
し
て
い
け
る
立
場
を
貫
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
甲
賀
市
は
県

下
最
高
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
っ
て
い

ま
す
が
、
労
働
人
口
、
ま
た
、
国
際
市

場
に
も
不
安
要
素
は
大
き
く
、
皆
さ
ん

の
提
案
も
含
め
て
甲
賀
市
も
稼
ぐ
一
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
12
月
議
会
で
は
甲
賀
市
議
員
政

治
倫
理
条
例
も
可
決
し
ま
し
た
が
、
議

会
改
革
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

土
山
副
議
長　
昨
年
は
議
員
政
治
倫
理

条
例
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
解
決

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
議
長
や
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
等
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

司
会　
今
年
は
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
施
設
の

活
用
と
市
民
活
動
に
つ
い
て
総
務
常
任

委
員
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

小
河
委
員
長　
市
民
の
皆
様
が
待
ち
望

ん
だ
施
設
で
も
あ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
に

情
報
が
集
ま
り
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
と
し
て
役
割
を
担
う
施
設

と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

司
会　
市
の
第
２
次
総
合
計
画
も
今
年

で
３
年
目
に
入
り
ま
す
が
。

小
河
委
員
長　
実
施
計
画
に
つ
い
て
は

予
算
と
の
連
動
を
考
え
す
ぎ
ず
そ
の

時
々
に
思
い
切
っ
た
政
策
も
必
要
で

す
。
市
長
任
期
の
４
年
を
見
据
え
た
方

向
付
け
も
必
要
で
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
来
年
度
予
算
は
実
施
計
画
に
沿
っ

た
予
算
編
成
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

司
会　
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備

も
進
ん
で
い
ま
す
が
。

小
河
委
員
長　
課
題
で
あ
っ
た
甲
南
庁

舎
は
耐
震
工
事
を
行
い
福
祉
の
拠
点
施

設
に
整
備
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
土
山
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
な
り
ま
す

が
、
開
発
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
で
地
域

の
合
意
形
成
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

林田議長

議長、副議長、各常任委員長に  お話を伺いました。 新春を 迎えて

　 議 長、 副 議 長 と 各 常 任 委 員 長 に 集
まっていただき、新年を迎えて今年の
抱負や各委員会での取り組みなどにつ
いて語っていただきました。

（司会は広報特別委員会橋本恒典副委員長）

土山副議長

小河委員長
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議　長　 林田　久充
副議長　 土山　定信
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司
会　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
、
市
で
は
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
施
策
に
つ
い

て
の
お
考
え
を
厚
生
文
教
常
任
委
員
長

に
お
伺
い
し
ま
す
。

山
中
委
員
長　
待
機
児
童
解
消
に
向
け

２
園
で
増
室
、
認
定
こ
ど
も
園
の
話
も

進
ん
で
い
ま
す
。甲
賀
子
育
て
情
報「
こ

こ
ま
あ
ち
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
全
国
の
他
市
町
と
比
較
し
て
も
引

け
を
取
り
ま
せ
ん
。

司
会　
エ
ア
コ
ン
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
が
。

山
中
委
員
長　
教
育
施
設
の
耐
震
化
は

す
で
に
完
了
、
ト
イ
レ
や
エ
ア
コ
ン
工

事
と
共
に
、
平
成
30
・
31
年
度
で
小
中

学
校
に
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整

備
さ
れ
、
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
な
が

り
ま
す
。

司
会　
（
仮
称
）
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
も
着
工
し
ま
し
た
ね
。

山
中
委
員
長　

合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
平
成
32
年
４
月
の
開
設
に
向
け
水

口
町
山
上
地
先
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
地
産
地

消
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

司
会　
新
名
神
の
四
日
市
亀
山
間
も
間

も
な
く
開
通
で
す
が
、
新
名
神
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
産
業
建
設

常
任
委
員
長
に
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

田
中
委
員
長　
富
山
・
石
川
・
福
井
・

長
野
・
岐
阜
・
静
岡
・
愛
知
・
三
重
・

滋
賀
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
「
昇
龍
道
」

を
活
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
弾

み
が
つ
き
ま
す
ね
。

司
会　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
議
員
連

盟
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
。

田
中
委
員
長　
現
在
は
調
査
区
間
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
今
ま
で

の
議
連
の
活
動
に
よ
り
実
現
に
向
け
一

歩
前
進
し
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
地
域
間
の
連
携
を
強
め
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

司
会　
日
本
遺
産
の
忍
者
や
信
楽
焼
な

ど
観
光
に
も
期
待
が
大
き
い
で
す
ね
。

田
中
委
員
長　
市
内
の
観
光
資
源
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
磨
き
を
か
け
市
の
新

た
な
産
業
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
今
年
の
秋
か
ら
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
は
全
市
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

司
会　
最
後
に
、
予
算
決
算
常
任
委
員

長
に
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
す
。

山
岡
委
員
長　
全
議
員
が
参
加
す
る
予

算
決
算
常
任
委
員
会
で
す
の
で
、
議
員

の
発
言
を
い
か
に
保
証
し
な
が
ら
、
よ

り
深
く
審
査
を
深
め
て
い
く
の
か
、
い

ろ
い
ろ
と
運
営
上
も
工
夫
し
て
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ

る
予
算
で
す
の
で
、
事
業
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
員
と
し
て
の

研
鑽
も
必
要
で
す
ね
。

司
会　
新
年
度
予
算
の
お
考
え
は
。

山
岡
委
員
長　
地
方
自
治
体
の
大
事
な

仕
事
は
、市
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
、

安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
市
民
の
願
い
に
寄
り
添
い
応

援
す
る
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
具
現
化
す
る
の
が
予
算
で
す
。

二
元
代
表
制
の
も
と
で
、
い
か
に
民
意

を
反
映
し
た
予
算
に
す
る
の
か
、
市
政

の
チ
ェ
ッ
ク
と
あ
わ
せ
て
予
算
決
算
常

任
委
員
会
が
活
発
な
議
論
の
場
と
な
る

よ
う
、
運
営
上
も
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
一
年
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議長、副議長、各常任委員長に  お話を伺いました。

新春座談会

対談者

山中委員長

田中委員長

山岡委員長
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12 月定例会
　
12
月
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
条
例
13
件
、
補
正
予
算
９
件
、
指
定
管
理
３
件
、
契
約
５
件
、
請
願
１
件
、

意
見
書
13
件
、
そ
の
他
３
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
人
事
案
件
・
議
発
議
案
を
除
く
議
案
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査

し
ま
し
た
。

条
例
・
補
正
予
算
・
指
定
管
理
な
ど
47
議
案
を
審
議

　

条
例
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
包
括
外

部
監
査
を
、
当
分
の
間
、
休
止
す
る
も

の
。

  

主
な
質
疑

Q
指
摘
事
項
の
精
査
に
必
要
な
期
間

は
。
再
施
行
の
時
期
は
。
監
査
結
果
に

対
す
る
市
の
所
見
は
。

A
精
査
に
通
常
３
年
を
要
す
る
。
一
定

の
是
正
を
終
了
し
た
段
階
で
再
施
行
の

時
期
を
検
討
し
た
い
。
専
門
家
に
よ
り

包
括
外
部
監
査
条
例
の
一
部
改
正

P
IC

K
 U

P
 1

　

土
地
開
発
基
金
条
例
の
基
金
の
上
限

額
を
16
億
円
以
内
か
ら
３
億
円
に
改
め

る
も
の
。

  

主
な
質
疑

Q
３
億
円
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
他
市

の
状
況
は
ど
う
か
。

土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改
正

P
IC

K
 U

P
 2

A
旧
甲
賀
警
察
、
旧
甲
賀
病
院
の
土
地

は
約
３
億
円
で
あ
る
こ
と
や
、
現
金
で

保
有
さ
れ
て
い
る
額
が
、
他
市
の
平
均

で
約
４
億
３
千
万
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
３
億
円
と
し
た
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

　

よ
り
効
果
的
に
高
齢
者
の
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
敬
老
金
の
受
給

対
象
年
齢
お
よ
び
支
給
金
額
を
変
更
す

る
も
の
。
こ
れ
ま
で
の
80
歳
以
上
３
千

円
の
支
給
を
１
０
０
歳
以
上
１
万
円
の

支
給
に
変
更
。

  

主
な
質
疑

Q
提
案
理
由
は
「
よ
り
費
用
対
効
果
の

高
い
税
金
の
使
い
方
の
た
め
」
改
正
と

の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
評
価
は
。

変
更
に
よ
る
差
額
は
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
に
充
て
る
の
か
。

A
敬
老
の
意
を
表
す
る
こ
と
、
民
生
委

員
の
見
守
り
の
一
環
、
敬
老
金
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
一
定
評
価
し
て

い
る
。
差
額
は
、
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
視
野
に
入
れ
た
事
業
に
充
て
る
。

敬
老
金
条
例
の
一
部
改
正

P
IC

K
 U

P
 3

　
反 

対 

討 

論

　

高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
祝
い
金
の

予
算
が
膨
ら
む
こ
と
か
ら
、
80
歳
以
上

を
１
０
０
歳
以
上
に
対
象
を
絞
り
、
財

政
支
出
を
抑
え
る
こ
と
は
問
題
。
敬
老

祝
い
金
を
費
用
対
効
果
と
い
う
側
面
で

見
る
市
長
の
認
識
も
非
常
に
残
念
。

　
賛 

成 

討 

論

　

県
内
の
状
況
を
み
て
も
１
０
０
歳
以

上
を
対
象
と
す
る
自
治
体
が
多
い
。
対

象
が
１
０
０
歳
以
上
に
な
る
が
、
高
齢

者
に
対
し
敬
老
の
意
を
表
し
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
目
的
は
変
わ
ら
な
い
。
改

正
に
よ
る
予
算
の
具
体
的
な
活
用
内
容

を
早
期
に
示
す
こ
と
を
付
し
、
賛
成
。

 

採
決　
賛
成
多
数
に
て
可
決
。

　

ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
シ
ス
テ
ム
環
境
を

利
用
し
、
自
治
体
の
デ
ー
タ
の
共
同
管

理
を
行
う
こ
と
。
他
市
と
の
協
議
に
よ

り
協
議
会
に
加
入
す
る
も
の
。

  

主
な
質
疑

Q
加
入
に
よ
る
利
点
は
何
か
。
課
題
や

お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
協
議
会
へ
の
加
入
協
議

問
題
点
は
な
い
の
か
。
市
独
自
の
施
策

が
統
一
化
さ
れ
な
い
か
。

A
す
で
に
加
入
し
て
い
る
７
市
で
は
、

６
割
の
経
費
削
減
が
さ
れ
て
お
り
問
題

点
も
な
い
。
災
害
時
も
情
報
が
保
全
さ

れ
る
。
統
一
化
の
影
響
は
な
い
。

様
々
な
角
度
か
ら
指
摘
を
受
け
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
職
員
の
意
識

改
革
に
つ
な
が
っ
た
。

　
賛 

成 

討 

論

　

平
成
28
年
度
か
ら
３
年
間
の
外
部
監

査
員
か
ら
の
指
摘
事
項
の
対
応
に
時
間

が
必
要
と
い
う
説
明
は
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
監
査
体
制
の
見
直
し
も
検
討
の

必
要
が
あ
る
。
早
期
に
監
査
の
再
実
施

と
い
う
条
件
を
付
し
賛
同
す
る
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

P
IC

K
 U

P
 4
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12 月定例会
　

国
家
公
務
員
の
特
別
職
の
給
与
に
関

す
る
法
案
の
可
決
に
伴
う
、
市
議
会
議

員
の
期
末
手
当
の
改
正
。

  

主
な
質
疑

付
託
さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
の「
継
続
審
査
」に
対
す
る
質
疑

Q
本
議
案
に
対
し
納
得
は
し
て
い
る
の

か
。
継
続
審
査
と
な
っ
た
過
程
は
。

A
委
員
会
と
し
て
は
納
得
し
て
い
る
。

委
員
か
ら
、
敬
老
金
で
削
減
さ
れ
る

２
３
０
０
万
円
の
使
途
が
明
確
で
な
い

中
で
、
議
員
報
酬
の
改
正
は
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
す
べ
き
と
動
議
が
出
さ

れ
、
賛
成
４
、
反
対
３
で
可
決
さ
れ
た
。

「
継
続
審
査
」
に
対
す
る
討
論

　
反 

対 

討 

論

● 

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正

予
算
に
対
し
修
正
案
は
出
て
お
ら
ず
議

議
員
報
酬
等
に
関
す
る
一
部
改
正

P
IC

K
 U

P
 5

案
に
対
し
一
貫
性
に
欠
け
る
。
継
続
と

す
る
根
拠
が
見
当
た
ら
な
い
。

● 

本
議
案
と
敬
老
金
条
例
改
正
と
は
別

と
し
て
判
断
す
べ
き
。
敬
老
金
条
例
改

正
を
認
め
な
が
ら
、
本
議
案
を
継
続
す

べ
き
と
は
理
解
し
が
た
い
。

　
賛 

成 
討 
論

　

一
般
職
の
給
与
の
改
正
に
伴
い
、
議

員
の
報
酬
等
を
自
動
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
は
、自
治
省
の
通
知
に
も
反
す
る
。

敬
老
金
条
例
改
正
か
ら
も
、
も
う
少
し

時
間
を
か
け
結
論
を
出
す
べ
き
。

 

採
決　
「
継
続
審
査
」は
賛
成
少
数
で

否
決
。
そ
の
後
、
総
務
常
任

委
員
会
で
議
案
審
査
さ
れ
可

決
。
再
度
、
本
会
議
で
議
案

審
議
を
し
全
員
賛
成
に
て
可

決
。

 全員賛成で可決した議案
条
例

制
定

まちづくり活動センター条例
甲賀市議会議員政治倫理条例

条
例
改
正

消防団条例
地域市民センター設置条例
包括外部監査条例
土地開発基金条例
児童クラブ条例
甲賀市の議会議員及び長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例
市民福祉活動センター条例を廃止する
条例
議会の議員の議員報酬等に関する条例
特別職の職員の給与等に関する条例
職員の給与に関する条例

 全員賛成で可決した議案

平
成
30
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第４号）
一般会計補正予算（第５号）
病院事業会計補正予算（第１号）
病院事業会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）
診療所事業会計補正予算（第１号）
介護老人保健施設事業会計補正予算（第
１号）
水道事業会計補正予算（第１号）
下水道事業会計補正予算（第１号）

そ
の
他

指定管理者の指定（貴生川駅南駐車場）
指定管理者の指定（歴史民俗資料館）
指定管理者の指定（東海道伝馬館）
市道路線の認定（水口町新城地先）
契約の締結４件

（仮称）西部学校給食センター新築工事
（建築主体工事・電気設備工事・機械設
備工事・厨房設備工事）
契約の締結（水口体育館新築工事）
教育委員会委員の任命

　
反 

対 

討 

論

　

実
施
自
治
体
の
節
減
評
価
を
す
る
に

は
、
期
間
と
実
証
例
が
少
な
い
。
移
行

時
の
デ
ー
タ
交
換
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
も
検
証
が
必
要
。
何
よ
り
住
民
の
個

人
情
報
の
流
出
の
不
安
は
担
保
さ
れ
て

い
な
い
。慎
重
な
検
討
と
時
間
が
必
要
。

　
賛 

成 

討 

論

　

５
年
間
で
２
億
円
の
節
減
が
図
ら
れ

る
。
実
証
例
が
少
な
い
か
ら
と
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
ら
れ
な
い
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
は
、
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
て

い
く
べ
き
。
加
入
に
つ
い
て
の
方
向
性

は
、以
前
か
ら
報
告
さ
れ
て
き
た
こ
と
。

 

採
決　
賛
成
多
数
に
て
可
決
。

 賛否が分かれて可決した議案
条
例

改
正 敬老金条例
そ
の
他

おうみ自治体クラウド協議会への加入
に関する協議

議案の審議結果
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 臨時会・請願・意見書

請願・意見書　議決結果
議案等の名称 提案者 討論 凛風会 志誠会 共産党 公明党 無所属

クラブ 鵜飼 結果反対 賛成

主要農作物の種子生産にかかる県条例の制定に関す
る意見書の提出を求めることについて（請願）

甲賀農業協同組合代
表理事組合長
山田嘉一郎 

滋賀県農政連盟甲賀
地域連合支部

支部長　前野利在

― 岡田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採
択

Society5.0時代に向けた学校教育環境の整備を求め
る意見書 堀 小西 田中將 ○ ○ ● ○ ● 

竹若
○ 

奥田 ○ 可

義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 田中將 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
無戸籍問題の解消を求める意見書 田中將 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
認知症施策の推進を求める意見書 白坂 山岡 田中將 ○ ○ ● ○ ● ○ 可
国主導の犯罪被害者支援体制の確立を求める意見書 糸目 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
沖縄県民の「新基地ノーの民意」を尊重することを求
める意見書 小西 里見 岡田 

竹若 ● ○ 
田中喜

● ○ ● ○ ● 否

陸上自衛隊饗庭野演習場での実弾射撃訓練の中止を
求める意見書 小西 糸目 山岡 ● ● ○ ● ○ ● 否

巨額な国体費用を削減し、県民のいのち・暮らし応援
の県政を求める意見書 小西 橋本恒 岡田 ● ● ○ ● ● ● 否

学校教職員の大幅増員を図り、どの子にもゆきとど
いた教育の充実を求める意見書 岡田 戎脇 小西 ●

● 
森田
小河
戎脇
山中修

糸目

○ 
里見 ○ ● ○ ● 否

消費税１０％への引き上げの中止を求める意見書 岡田 堀 山岡 ● ● ○ ● ○
竹若

●
奥田 ● 否

環境保全型農業直接支払い交付金の存続拡充を求め
る意見書 山岡 ― 岡田

● 
橋本律

山中善

○ 
谷永
田中新

土山
辻

橋本恒

田中喜

● ○ ● ○ ● 否

国保税（料）の負担軽減を図るため、一兆円規模の公
費を投入することを求める意見書 山岡 橋本律 小西 ● ● ○ ● ● ● 否

主要農作物の種子生産にかかる県条例の制定を求め
る意見書

産業建設常任委員長
　田中將 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

○：賛成　●：反対

  

人
事

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

村
山　

富
一
氏（
甲
賀
町
）

 

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

◆
監
査
委
員
の
選
任

　

白
坂　

萬
里
子
氏

　
　
　
　
（
議
会
選
出
・
水
口
町
）

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

  

議
会
人
事

　

議　

長　
　

林
田　

久
充

　

副
議
長　
　

土
山　

定
信

  

専
決
処
分

　

市
道
の
舗
装
片
の
跳
ね
上
げ
や
法
面

の
倒
竹
に
起
因
す
る
車
両
事
故
、
施
設

の
管
理
に
起
因
す
る
転
倒
事
故
に
よ
り

損
害
を
与
え
た
こ
と
に
よ
る
和
解
お
よ

び
損
害
賠
償
の
報
告
。

　
第
５
回
臨
時
会
は
11
月
８
日
に
開
催
し
専
決
報
告
３
件
、
人
事
２
件
、
補
正
予

算
１
件
、
そ
の
他
１
件
の
審
議
と
議
会
人
事
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
正
副
議
長
選
挙
で
は
、
今
回
か
ら
議
場
で
所
信
表
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

  

議
案

◆
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　

水
口
町
三
本
柳
区
の
字
の
区
域
お
よ

び
名
称
の
変
更

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
３
号
）

　

台
風
21
号
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の

復
旧
経
費
、
小
中
学
校
の
空
調
設
備
の

整
備
な
ど
緊
急
に
対
応
す
る
予
算
。

補
正
額
４
億
８
８
０
０
万
円

（
以
上
２
件
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

台風被害により被災した公園施設
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● 

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

・
消
防
団
条
例
の
改
正

・
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
改
正

・
包
括
外
部
監
査
条
例
の
改
正

・
土
地
開
発
基
金
条
例
の
改
正

・
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

・
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
改
正

● 

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
協
議
会
へ
の
加
入
に
関
す
る
議
決

● 

賛
成
多
数
で
継
続
審
査
す
べ
き
と
決
定
し
た
議
案

・
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

常任委員会報告
総務常任委員会

　
12
月
14
日
と
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
９
件
、
協
議
議
決
１
件
の
10
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
の
条
例
、

　
　 

消
防
団
員
の
定
数
を
変
更
す
る
条
例
な
ど
審
査

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。
　
消
防
団
条
例
の
改
正

　

定
数
を
実
員
数
に
近
づ
け
る
た
め
定

数
を
改
正（
１
２
３
０
人
→
１
１
２
０

人
）お
よ
び
、
消
防
組
織
法
第
22
条
に

基
づ
き
団
長
を
除
く
団
員
の
任
命
権
者

を
変
更
。

Q
人
数
が
少
な
く
な
る
が
、
機
能
す
る

か
。

A
現
団
員
が
１
１
２
３
名
で
、
改
正
後

の
定
数
は
１
１
２
０
名
で
あ
る
た
め
、

問
題
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
班
を
統

合
す
る
こ
と
に
よ
り
初
動
体
制
が
早
く

な
る
と
考
え
る
。

Q
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
・
強
化
が

以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
。

A
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
地
域

に
よ
り
活
動
に
差
が
あ
る
た
め
、
市
か

ら
の
出
前
講
座
や
各
訓
練
に
出
向
い
た

際
に
そ
の
強
化
体
制
に
つ
い
て
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
に
50
名
程

度
増
え
１
６
０
名
程
度
に
な
る
防
災
士

に
地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正  

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
基
づ

き
、
国
の
特
別
職
に
準
じ
て
期
末
手
当

支
給
月
数
を
改
正
し
引
き
上
げ
よ
う
と

す
る
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
国
に
準
拠
し
た
改
正
で

あ
る
が
、
甲
賀
市
の
現
況
を
加
味
し
た

も
の
か
な
どが

確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
敬
老
金
で
削
減

さ
れ
る
２
３
０
０
万
円
の
使
途
が
示
さ

れ
な
い
中
で
、
議
員
報
酬
を
上
げ
る
と

い
う
の
は
市
民
か
ら
見
て
ど
う
か
、
委

員
会
や
議
会
の
中
で
充
分
議
論
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
閉
会
中
の
継

※

続

審
査
の
申
し
出
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

継
続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
対
し

　
反 

対 

討 

論

　

敬
老
金
と
議
員
報
酬
を
一
緒
に
す
べ

き
で
は
な
い
。
ま
た
、
執
行
部
の
提
案

説
明
と
そ
の
後
の
質
疑
の
中
身
は
根
拠

が
あ
っ
て
道
理
が
あ
る
。

　
賛 
成 
討 
論

　

敬
老
金
で
削
減
さ
れ
る
２
３
０
０
万

円
の
使
途
が
示
さ
れ
な
い
中
で
、
議
員

の
手
当
を
あ
げ
る
と
い
う
の
は
、
現
時

点
で
こ
の
議
案
を
判
断
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

継
続
審
査
本
会
議
で
否
決

　

継
続
審
査
が
21
日
の
本
会
議
で
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
、
再
度
、
総
務
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
討
論
の
後
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

● 

陶
芸
の
森
前
私
有
地
活
用
に
伴
う
土

地
の
取
得

　

市
の
方
針
、財
産
取
得
費
の
概
算
や
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
な
ど
。

● 

新
市
建
設
計
画
の
変
更（
案
）に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

● 

旧
山
内
小
学
校
及
び
保
育
園
跡
地
活

用
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

継
続
審
査
に

論点
ココが
議論の

所
管
事
務
調
査

報
告
事
項

カ
イセツ※【

継
続
審
査
と
は
】

　

会
期
中
に
議
案
な
ど
の
審
査
を

終
了
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
、
会
期
が

終
了
し
た
閉
会
後
も
引
き
続
い
て

委
員
会
で
審
査
を
行
う
こ
と
。
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12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止
３

件
、
指
定
管
理
３
件
、
契
約
締
結
５
件
の
16
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

事
業
会
計
補
正
予
算
、

　
　
敬
老
金
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
審
査

常任委員会報告
厚生文教常任委員会市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

● 

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
診
療
所
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正（
伴
谷
東
児
童
ク
ラ
ブ
）

・
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

・
指
定
管
理（
貴
生
川
駅
南
駐
車
場
）

・
指
定
管
理（
甲
賀
歴
史
民
俗
資
料
館
）

・
指
定
管
理（
東
海
道
伝
馬
館
）

・
契
約
締
結（
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
　

建
築
主
体
工
事　

９
億
４
３
９
２
万
円

　
　

電
気
設
備
工
事　

３
億
２
１
８
４
万
円

　
　

機
械
設
備
工
事　

６
億
４
６
０
３
万
４
４
０
０
円

　
　

厨
房
設
備
工
事　

３
億
６
８
７
６
万
６
千
円

・
契
約
締
結（
水
口
体
育
館
新
築
）

● 

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
敬
老
金
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理 

貴
生
川
駅
南
駐
車
場

Q
な
ぜ
名
古
屋
の
会
社
が
指
定
管
理

し
て
い
る
の
か
。

A
指
定
管
理
の
会
社
は
、
中
京
エ
リ
ア

の
駐
車
場
管
理
専
門
の
会
社
で
、
24
時

間
無
人
式
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
直
接
つ
な
が
っ

て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
は
警
備
会
社

が
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
環
境

整
備
は
地
元
の
人
が
委
託
さ
れ
て
し
て

い
る
。

　

契
約
締
結 

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

Q
契
約
が
プ

※

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
の

は
な
ぜ
か
。

A
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ず
厨
房

設
備
を
選
定
し
て
か
ら
設
計
す
る
特
殊

な
物
件
で
、
厨
房
メ
ー
カ
ー
の
専
門
的

な
意
見
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
場
合
、
審
査
段
階

で
参
考
金
額
の
提
示
が
あ
り
、
設
計
が

完
了
し
た
段
階
で
再
度
見
積
り
し
、
予

定
価
格
を
超
過
し
た
場
合
は
契
約
を
結

ば
な
い
。

● 
陶
芸
の
森
前
私
有
地
活
用
に
伴
う
土

地
取
得
に
つ
い
て

　

窯
業
試
験
場
跡
地
を
含
め
た
文
教
エ

リ
ア
を
効
率
的
に
利
活
用
す
る
。

● 

自
殺
対
策
計
画
の
策
定

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
。

　

小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
事
例
を
視
察
し
た
。

● 

10
月
３
日
、
土
山
小
学
校
４
年
生
の

社
会
の
授
業
。

● 

11
月
22
日
、
甲
賀
中
学
校
２
年
生
の

理
科
の
授
業
。

　

生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
発
表
内
容
を

書
き
込
み
、
そ
の
内
容
を
電
子
黒
板
に

転
送
し
て
発
表
し
、
意
欲
的
に
授
業
を

受
け
る
様
子
を
視
察
。
ま
た
、
学
校
現

場
か
ら
機
器
整
備
の
拡
充
が
必
要
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

所
管
事
務
調
査

現
地
視
察

電子黒板を活用した４年生社会の授業（土山小学校）

論点
ココが
議論の

※【
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
】

　

主
に
業
務
の
委
託
先
や
建
築
物

の
設
計
者
を
選
定
す
る
際
に
、
複

数
の
者
に
目
的
物
に
対
す
る
企
画

を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か

ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選

定
す
る
こ
と
。

カ
イセツ
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常任委員会報告
産業建設常任委員会・予算決算常任委員会
産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

● 

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る
県
条
例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願

・
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
市
道
路
線
の
認
定（
水
口
町
の
新
城
・
北
沢
４
号
線
の
市
道
認
定
）

　
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
、
補
正
予
算
２
件
、
市
道

路
線
の
認
定
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る

　
　
県
条
例
の
制
定
に
関
す
る
請
願
な
ど
を
審
査

　
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る

県
条
例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

　

昨
年
４
月
１
日
、
主
要
農
作
物
種
子

法
の
廃
止
を
受
け
、
県
は
関
係
要
綱
を

一
本
化
し
た「
滋
賀
県
水
稲
、
麦
類
お

よ
び
大
豆
の
種
子
供
給
に
係
る
基
本
要

綱
」を
制
定
し
、
同
要
綱
に
基
づ
く
種

子
生
産
が
開
始
さ
れ
た
。

　

今
後
も
県
行
政
が
種
子
生
産
に
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
、
必
要
な
予
算
及

び
関
係
部
署
の
人
員
体
制
を
恒
久
的
に

措
置
す
る
観
点
か
ら
、
主
要
農
作
物
の

論点
ココが
議論の

● 

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
議
案

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
12
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
案
２
件
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査

　
補
正
予
算
第
４
号

　

国
・
県
補
助
採
択
に
伴
う
事
業
や
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
、（
仮

称
）西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
な
ど
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
事
業
に

か
か
る
予
算
の
追
加
な
ど
。

　
補
正
予
算
第
５
号

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
等
の
給
与
及

び
期
末
手
当
な
ど
の
変
更

　

総
務
常
任
委
員
長
で
あ
る
委
員
か

ら
、
同
委
員
会
で
の
審
査
で
、
人
勧
に

伴
い
議
員
の
期
末
手
当
を
増
額
す
る
条

例
改
正
案
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
を
前
提
と
し
た
本
議
案
を
ど
う
審

議
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
発
言
が

論点
ココが
議論の

種
子
生
産
に
係
る
条
例
を
制
定
さ
れ
る

よ
う
県
へ
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も

の
。

　
賛 
成 
討 
論

　

他
県
な
ど
は
既
に
条
例
を
制
定
し
て

お
り
、
ま
た
制
定
の
動
き
が
広
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
滋
賀
県
も
早
期
に
条

例
を
制
定
し
、
種
子
の
安
定
供
給
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

● 

陶
芸
の
森
前
私
有
地
活
用
に
伴
う
土

地
の
取
得
に
つ
い
て

● 

く
す
り
学
習
館
の
施
設
管
理
に
つ
い

て

あ
っ
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
長
か
ら

・
現
時
点
で
矛
盾
と
な
る
予
算
の
修
正

案
が
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
対
し
て
質
疑
を
行
い
採
決

す
る
。

・
総
務
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
と

矛
盾
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で

の
各
議
員
の
各
議
案
に
対
す
る
態
度
表

明
で
決
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

　

と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
各
委
員
か
ら

は「
異
議
な
し
」を
確
認
し
、
討
論
、
採

決
に
入
っ
た
。

　
賛 

成 

討 

論

 

人
勧
に
準
拠
し
て
職
員
給
与
及
び
手

当
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で
原
案
の
通

り
可
決
す
べ
き
。
な
お
総
務
常
任
委
員

会
で
の
審
査
結
果
に
沿
い
、
当
局
の
適

切
な
執
行
を
お
願
い
す
る
。

所
管
事
務
調
査
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

順番 氏　　名 質問事項

11 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

1　新年度予算編成に市民の切実な願い
実現を

2　災害に強いまちづくりへ抜本的な対
策を

3　後期高齢者の「健康診査」を抜本的
に見直し、健康寿命を伸ばす対策を

4　新名神甲南ＰＡからインターチェン
ジへの流出路の新設について

12 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる 1　附属機関の活用について

2　鈴鹿馬子唄全国大会について

13 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　柏木地域公共施設駐車場対策について
2　柏木地域の道路対策について
3　観光振興のための実態調査について

14 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　観光危機管理の充実について
2　市のため池対策について
3　公民連携と都市経営について

15 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ 1　農福連携事業の促進と地域農業の発展

2　市民により身近で確かなＩＴ情報を

16 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

1　滋賀県青年大会の開催と青少年の文
化活動の推進について

2　甲賀市の社会教育の推進について
3　社会的養護の充実と市の取り組みに

ついて

17 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　県立信楽窯業技術試験場移転先の土
地取得について

2　市の大戸川ダム建設要望について
3　グランドゴルフ場の常設について

18 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

1　消防団の再編について
2　旧甲南庁舎の活用及び名称について
3　敬老祝い金の活用について
4　障がい者スポーツ（パラスポーツ）振

興について
5　観光資源の活用と改修等の支援につ

いて
6　県道草津伊賀線甲南地先の歩道設置

について

19 里
さと

見
み

　　淳
あつし

1　公共事業にもっと民間活力を

20 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お

1　老朽化が進む当市公共施設等の今後
の維持管理について

2　当市の「ふるさと納税」の実情と今
後の方向性について

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし 1　効率的な会計管理のあり方について

2　日本語初期指導教室の現状と課題

２ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　厳しい財政状況の中、新たな財源確
保の現状と見通しは

2　危険な貴生川地区・三大寺、三本柳
地先の城川の早急な改修について

3　市内公共交通の現状と近江鉄道の今
後について

4　起り得る甲賀市大災害時の行政の役
割と地域の役割について

5　改めて、貴小児童の安全通学に必要な
杣川に架橋の歩行者専用橋の設置を

３ 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお

1　本市の伝統野菜並びに忍シリーズ産
品にかかる行政支援について

2　本市職員の「仕事の根拠」、基礎自治
体と「法」、コンプライアンス視点に
立った「説明責任」について

４ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　学校の領土問題教育
2　民間救急事業者との提携
3　市営合葬墓地の創設

５ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

1　療育支援について
2　広告掲載について
3　産婦健診助成の導入について

６ 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　甲賀市と張家界市（中国）の交流事
業について

2　甲賀市立大野小学校のグランドにつ
いて

3　甲賀市の東玄関整備方向について

７ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

1　土山地域の閉校・閉園後の利活用に
ついて

2　電子図書館について
3　肺がん検診の受診率向上について
4　高齢者の移動手段について

８ 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

1　介護予防・日常生活支援総合事業（総
合事業）の現状について

2　コミュニティバス無料乗車券の拡充
について

3　市内公園遊具の充実について
4　図書館の充実、移動図書館の巡回に

ついて

９ 奥
おく

田
だ

　宏
こう

嗣
じ 1　災害に強いまちづくりに向けて

2　市内道路の安全管理について

10 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい

1　職員の働き方の現状とあり方を問う

公職選挙法メモ 議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

市の考えを問う20人の
議員が

平成30年　第６回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次20人の
議員が

平成30年
12月７日・10日・11日・12日

危機・安全管理統括監 危機統括監
総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長
産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 農業委員会事務局長 農委局長

■答弁者の凡例
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

戎脇　　浩

負
担
軽
減
を
図
り
整
備
に
努
め
る

「
か
わ
せ
み
教
室
」
を
発
展
的
に

Q
９
月
か
ら
新
た
な
施
策
と
し
て
、

来
日
間
も
な
い
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常

生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
、
集
中
し
て

指
導
す
る
日
本
語
初
期
指
導
教
室「
か

わ
せ
み
教
室
」が
開
設
さ
れ
た
。
事
業

の
必
要
性
の
認
識
は
ど
う
か
。

 

教
育
長  

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

生
徒
は
、
今
年
度
２
０
１
名
と
、
27
年

度
か
ら
１
・
５
倍
に
な
っ
て
い
る
。
28

年
度
に
10
日
間
開
催
し
た
実
績
か
ら
見

て
も
、
必
要
性
を
強
く
実
感
し
た
。

Q
閉
校
し
た
学
校
の
机
や
備
品
を
活

用
す
る
な
ど
、
最
小
の
予
算
で
施
策

展
開
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

ｗ
i
‐
F
i
環
境
の
整
備
な
ど
課
題
認

識
は
。

 

教
育
部
長  

有
能
な
指
導
者
を
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
、
児
童
生
徒
は
意
欲
的

に
学
習
を
進
め
て
い
る
が
、
送
迎
が
不

可
能
な
児
童
は
通
え
て
い
な
い
。
今
後

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
条

件
整
備
に
努
め
る
。
ま
た
W
i
‐
F
i

環
境
は
今
年
度
中
に
整
備
す
る
。

Q
外
国
籍
の
児
童
生
徒
と
共
に
学
ぶ

こ
と
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。　

 

教
育
部
長  

児
童
生
徒
は
今
後
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
必
要
な
予
算
を
協
議
す

る
と
と
も
に
県
へ
の
要
望
も
行
う
。

　
そ
の
他
、
会
計
管
理
者
に
対
し
、
そ

の
職
務
の
認
識
、
公
金
の
安
全
な
管
理

と
効
率
的
な
運
用
に
つ
い
て
質
し
、
職

務
の
重
要
性
と
公
金
の
安
全
性
を
確
認

し
た
。

ＱＲコード

田中　喜克

駅
周
辺
整
備
で
具
体
的
整
備
を
検
討

杣
川
に
歩
行
者
専
用
の
架
橋
建
設
を

Q
危
険
な
貴
生
川
三
大
寺
・
三
本
柳

地
先
の
城
川
の
早
急
な
改
修
を
望
む
。

 

市
長  

城
川
上
流
蛇
行
箇
所
の
改
修
は

下
流
域
の
改
修
を
優
先
す
る
が
、
当
該

箇
所
は
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
適
切
な
維
持
管
理
を
県

に
要
望
す
る
。
城
川
下
流
の
洪
水
回
避

の「
分
水
導
水
路
」は
現
在
計
画
は
な

く
、
堆
積
土
砂
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
の
維
持
管
理

で
必
要
な
対
応
を
す
る
。

Q
市
の
公
共
交
通
の
将
来
を
見
据
え

て
近
江
鉄
道
・
信
楽
高
原
鐵
道
の
相
互

乗
り
入
れ
、
コ
ミ
バ
ス
連
携
で
市
内
総

合
公
共
交
通
網
の
構
築
を
。

 

市
長  

近
江
鉄
道
・
信
楽
高
原
鐵
道
の

相
互
乗
り
入
れ
は
設
備
面
で
の
課
題
多

く「
び
わ
こ
京
阪
奈
線
構
想
」で
広
く
議

論
を
。
ま
た
総
合
交
通
網
の
構
築
は
地

域
と
行
政
、
交
通
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え

る
。

Q
厳
し
い
市
財
政
、
新
た
な
財
源
確

保
の
現
状
と
見
通
し
は
ど
う
か
。
都
市

計
画
税
導
入
や
売
電
事
業
取
り
組
み

を
。

 

市
長
・
総
務
理
事  

新
た
な
財
源
確
保

の
前
提
に
は
、
先
ず
は
行
政
内
部
の
経

費
の
徹
底
し
た
削
減
の
取
り
組
み
、
職

員
一
丸
と
な
っ
た
最
小
の
投
資
で
最
大

の
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
。
そ
の
上
で
都
市
計
画
税
導
入

等
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。
新
た
な
財

源
・
既
存
財
源
の
確
保
に
努
力
す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

楽しく日本語を学ぶ子どもたち

城川屈曲蛇行・バイパス分水路

①
三
大
寺
地
先・屈
曲
蛇
行

②
三
本
柳・分
水
導
水
路
計
画
箇
所
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

糸目　仁樹

し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
を
望
む

領
土
教
育
の
推
進
を

Q
滋
賀
県
の
北
方
領
土
視
察
団
に
参

加
し
、
竹
島
資
料
室
も
訪
れ
た
。
現
地

に
比
べ
そ
の
他
地
域
で
は
理
解
が
乏
し

い
。
本
市
内
学
校
で
の
領
土
教
育
の
現

状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
所
見
を

問
う
。

 

市
長  

子
ど
も
た
ち
が
自
国
の
領
土
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
各
学
校
で
領
土
教
育
が
し
っ
か
り

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

 

教
育
長  

学
習
指
導
要
領
に
従
っ
て
教

育
を
し
て
い
る
。
生
徒
の
こ
の
問
題
に

対
す
る
判
断
力
の
育
成
を
図
り
た
い
。

Q
災
害
時
の
救
急
に
備
え
、
民
間
救

急
と
提
携
し
て
い
る
か
。
事
業
者
情
報

を
市
民
に
提
供
出
来
な
い
か
。

 

危
機
統
括
監  

甲
賀
広
域
行
政
消
防
本

部
で
は
湖
南
市
に
１
社
認
定
さ
れ
て
い

る
。

 

健
福
部
長  

民
生
・
児
童
委
員
へ
の「
社

会
資
源
の
し
お
り
」の
中
で
民
間
救
急

の
事
業
者
情
報
を
掲
載
し
た
い
。

市
営
合
葬
墓
の
設
立

Q
市
外
か
ら
の
転
入
者
か
ら
市
内
に

お
墓
が
無
く
困
る
と
の
声
を
頂
く
。
神

戸
市
で
新
設
の
鵯

ひ
よ
ど
り

越ご
え

合
葬
墓
の
よ
う

な
施
設
を
甲
賀
市
で
設
立
出
来
な
い

か
。

 

市
環
部
長  

市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
感
じ
る
。
研

究
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

ＱＲコード

A Q

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

国後島の羅臼山

鵜飼　　勲

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
た
い

伝
統
野
菜
等
、
農
産
物
の
行
政
支
援
は

Q
今
日
ま
で
の
行
政
支
援
策
は
。

 

産
経
部
長  
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

の
産
地
交
付
金
、
市
独
自
の
水
田
園
芸

作
物
振
興
対
策
事
業
と
し
て
支
援
策
を

講
じ
て
い
る
。

Q
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
こ
う
か
・
行
政
と

の
三
者
協
働
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

の
よ
り
進
化
し
た
構
築
は
。

 

産
経
部
長  

市
や
関
係
団
体
で
構
成
す

る
担
当
者
が「
甲
賀
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト

会
議
」を
毎
月
一
回
程
度
開
催
し
、
農

家
の
意
見
や
生
産
課
題
を
共
有
し
魅
力

あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
図
る
。

Q
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
係
る
認
識
は
。

 

市
長  

Ｊ
Ａ
こ
う
か
を
中
心
に
農
業
者

や
商
工
業
者
と
連
携
し
、
６
次
産
業
化

産
品
や
観
光
商
品
等
を
生
か
し
、
甲
賀

の
農
産
品
に
魅
力
を
付
加
す
る
こ
と
で

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
。

Q
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
視
点
に
立
っ

た
「
説
明
責
任
」
と
は
。

 

総
務
部
長  

自
治
体
職
員
は
法
に
則
り

業
務
に
携
わ
る
事
が
重
要
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
権
利
や
義
務
に
及
ぶ
も
の
に

つ
い
て
は
、
信
頼
を
得
る
と
い
う
視
点

に
立
っ
た
説
明
責
任
を
果
た
す
。

Q
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見

直
し
に
よ
り「
避
難
準
備
情
報
」が「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
に

「
避
難
指
示
」
が
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」

に
変
更
さ
れ
た
。
本
市
は
変
更
さ
れ
て

い
な
い
が
合
理
的
な
理
由
は
。

 

危
機
統
括
監  

国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
表
現
に
改
め
る
。

ＱＲコード

A Q

「避難準備情報」の名称変更について（平成28年12月26日公表）

避難指示

避難勧告

避難準備情報

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

変更前 変更後
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

堀　　郁子

こ
じ
か
教
室
の
指
導
に
取
り
入
れ
検
討

療
育
に
Ａ
Ｂ
Ａ
を
入
れ
さ
ら
に
充
実
を

Q
甲
賀
市
は
療
育
指
導
に
熱
心
に
力

を
入
れ
、
県
下
で
も
１
番
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
発
達
障
が
い
児
を
抱

え
る
保
護
者
の
悩
み
が
尽
き
る
こ
と
は

な
く
、
少
し
で
も
対
応
で
き
れ
ば
と
、

公
明
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
国

会
議
員
に
直
接
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ

Ｂ
Ａ
に
基
づ
い
た
療
育
指
導
法
の
研
修

を
国
で
も
開
催
し
県
か
ら
市
へ
展
開
す

る
と
の
こ
と
。
Ａ
Ｂ
Ａ
は
一
人
ひ
と
り

の
特
性
に
合
わ
せ
て
行
動
目
標
を
立
て

達
成
度
を
見
て
行
動
の
変
化
を
生
み
出

す
指
導
法
。
指
導
法
に
Ａ
Ｂ
Ａ
を
取

り
入
れ
て
は
。
更
に
保

護
者
に
も
ス
ト
レ
ス
な

く
子
育
て
で
き
る
よ
う

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。
甲
賀
市
は
今
ま

で
も
講
座
を
し
て
く
れ

て
い
る
が
、
も
っ
と
周

知
し
小
さ
い
お
子
さ
ん

の
保
護
者
も
対
象
に
し

た
り
、
夜
間
に
も
開
催

し
、
き
ょ
う
だ
い
児
も

共
に
参
加
出
来
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
来
て
頂
い
て
は
。
ま
た
色
々
な
相

談
が
で
き
る
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の

研
修
、
配
置
を
し
て
は
。
社
会
が
発
達

障
が
い
を
認
知
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
研
修
を
し
て
は
。

 

こ
政
部
長  

こ
じ
か
教
室
の
指
導
に
Ａ

Ｂ
Ａ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す

る
。
講
座
は
休
日
や
夜
間
開
催
も
検
討

す
る
。
今
ま
で
か
ら
発
達
障
が
い
認
知

の
研
修
は
企
業
向
け
や
講
座
な
ど
開
催

し
て
き
た
。
さ
ら
に
啓
発
、
研
修
を
行

う
。

ＱＲコード

土山　定信

友
好
関
係
の
協
定
を
結
ん
だ

中
国・張
ち
ょ
う
家か

界か
い
市し

へ
の
訪
問
目
的
は

Q
今
後
の
観
光
戦
略
へ
の
活
用
に
つ

い
て
。

 

産
経
部
長  

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
甲
賀
流
忍
者
」や「
信
楽
焼
」な
ど
本
市

特
有
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
外
国
人

誘
客
の
増
加
を
目
指
す
点
や
、「
お
茶
」

に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
参

考
に
し
て
い
く
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

こじか教室の支援の紹介

Q
こ
の
11
月
12
日
市
長
は
、
産
業
経

済
部
と
中
国
の
張
家
界
市
の
交
流
事
業

と
し
て
訪
問
し
た
。
様
子
を
聞
く
。

 

市
長  

中
国
湖
南
省
の
張
家
界
市
に

は
、
世
界
遺
産
の
大
変
壮
大
な
自
然
が

数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
観

光
産
業
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は
圧

倒
さ
れ
た
。
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
急

ピ
ッ
チ
で
整
備
さ
れ
て
い
て
、
海
外
資

本
も
含
め
て
民
問
投
資
の
活
用
が
目
覚

ま
し
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
野
外
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
壮

大
な
迫
力
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
超
え
る
迫
力
で
魅
了
さ

れ
た
。
今
後
張
家
界
市
と
、
継
続
的
に

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

Q
本
事
業
の
目
的
を
聞
く
。

 

産
経
部
長  

本
市
と「
友
好
都
市
関
係

の
確
立
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し

た
。

　

張
家
界
市
は
、
世
界
各
国
か
ら
年
間

７
３
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
中

国
で
も
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ
る
。
観

光
、
経
済
分
野
で
新
た
な
交
流
、
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

中国地図

張家界市のガラスの吊り橋
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

白坂萬里子

是
非
、前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い

無
料
乗
車
券
の
75
歳
以
上
へ
の
拡
充
を

Q
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
、

私
は
合
併
し
た
直
後
の
平
成
16
年
12
月

議
会
よ
り
、
介
護
予
防
の
為
、
又
交
通

事
故
防
止
の
為
、
又
い
つ
ま
で
も
甲
賀

市
に
住
み
続
け
ら
れ
る
為
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
路
線
運
行
の
利
便
性
や
、

75
歳
か
ら
の
無
料
化
な
ど
、
７
回
に
及

び
議
会
で
取
り
上
げ
質
問
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
合
併
し
て
15
年
、
未
だ
バ

ス
に
乗
り
た
く
て
も
乗
れ
な
い
地
域
や

バ
ス
や
コ
ミ
タ
ク
の
無
料
の
恩
恵
も
受

け
ら
れ
な
い
地
域
が
あ
る
。
一
体
い
つ

に
な
れ
ば
こ
う
い
う
問
題
が
解
決
さ
れ

る
の
か
。
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

が
し
や
す
い
環
境
と
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
。
真
剣
に
問
う
べ
き
で
は
。

　
今
回
、「
甲
賀
市
敬
老
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」が
提
出
さ
れ
、

敬
老
金
の
支
給【
３
千
円
】が
80
歳
以
上

か
ら
１
０
０
歳
以
上
に
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
支
給
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
何
ら
か
の

恩
恵
を
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
示
さ
な
け

れ
ば
容
易
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い

の
で
は
。
そ
こ
で
、そ
の
対
案
と
し
て
、

広
く
高
齢
者
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
バ

ス
や
コ
ミ
タ
ク
の
無
料
化
を
現
在
の
80

歳
か
ら
75
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
な
い

も
の
か
問
う
。

 

市
長  

高
齢
者
の
円
滑
な
移
動
に
対
す

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
外
出
機
会

を
よ
り
一
層
創
出
す
る
こ
と
で
、
健
康

増
進
や
生
き
が
い
作
り
、
ま
た
公
共
交

通
の
利
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
是

非
前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い
。

ＱＲコード

岡田　重美

75
歳
以
上
へ
の
拡
充
前
向
き
に
検
討

コ
ミ
バ
ス
無
料
乗
車
券
の
拡
充
を

Q
総
合
事
業
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

判
断
で
、
介
護
認
定
に
つ
な
げ
る
人
と

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
人
に
分
け
て

い
る
の
か
。

 

健
福
部
長  

窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

受
付
シ
ー
ト
を
用
い
、
十
分
な
説
明
と

ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
判
断
し
て
い
る
。

Q
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
や
必

要
性
が
あ
れ
ば
、
安
易
に
緩
和
型
に
移

行
で
な
く
、
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
が
継

続
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

健
福
部
長  

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
継
続
し
て
現

行
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
。　
　
　
　
　
　
　

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券

を
75
歳
以
上
か
ら
に
拡
充
す
べ
き
。

 

市
長  

高
齢
者
の
移
動
に
対
す
る
経
済

的
負
担
軽
減
、
生
き
が
い
作
り
、
公
共

交
通
利
用
促
進
な
ど
の
視
点
か
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
市
管
理
の
公
園
遊
具
の
点
検
は
。

あ
い
の
丘
文
化
公
園
遊
具
の
充
実
を
。

 

建
設
部
長  
専
門
業
者
が
年
２
回
、
職

員
な
ど
が
年
２
回
以
上
点
検
し
て
い

る
。
あ
い
の
丘
文
化
公
園
へ
の
新
た
な

遊
具
設
置
の
予
定
は
な
い
。

Q
鮎
河
・
山
内
地
域
に
移
動
図
書
館

の
巡
回
を
す
べ
き
。
老
朽
化
し
て
い
る

水
口
図
書
館
の
改
築
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長  

移
動
図
書
館
は
、
図
書
館

協
議
会
な
ど
の
意
見
も
ふ
ま
え
検
討
。

 

教
育
長  

水
口
図
書
館
は
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
市
内
５
館
の
整
備
計

画
全
体
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

移動図書館　ぶっくるん

移動図書館　ほんバス

市内を走るコミュニティバス
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

奥田　宏嗣

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
必
要

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

Q
防
災
へ
基
本
的
な
考
え
は
。

 

市
長  

河
川
改
修
・
治
山
対
策「
共
助

の
仕
組
み
」を
整
え
る
。

Q
防
災
倉
庫
の
数
、
非
常
食
・
飲
料

水
は
。

 

危
機
統
括
監  

小
学
校
区
基
準
40
箇

所
。
非
常
食
６
万
９
千
食
、
飲
料
水
２

ℓ
１
万
６
千
本
。

Q
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
活
用
は
。

 

危
機
統
括
監  

災
害
状
況
把
握
に
建
設

部
が
１
機
活
用
。
物
資
運
搬
用
大
型
は

今
後
検
討
。

Q
地
震
、
台
風
で
も
倒
壊
が
危
惧
さ

れ
る
電
柱
の
無
電
柱
化
は
。

 

建
設
部
長  

国
も
推
進
し
て
い
る
が
、

既
存
埋
設
物
や
費
用
面
で
課

題
。

Q
胆
振
東
部
地
震
の
よ
う

に
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
起
き

な
い
か
。

 

危
機
統
括
監  

関
西
電
力
で

は
隣
接
電
力
事
業
者
の
連
携

線
で
大
規
模
停
電
が
発
生
し

な
い
仕
組
み
。
地
域
的
な
停

電
に
は
避
難
所
を
開
設
し
物

資
提
供
。

Q
【
道
路
安
全
管
理
】
白
線
等
の
設

置
や
チ
ェ
ッ
ク
は
。

 

建
設
部
長  

交
通
規
制
に
関
わ
る
も
の

は
公
安
委
員
会
。
中
央
・
外
側
線
は
道

路
管
理
者
。
チ
ェ
ッ
ク
は
職
員
パ
ト

ロ
ー
ル
や
地
元
区
か
ら
の
要
望
。

Q
通
学
路
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
は
。

 
建
設
部
長  

野
田
橋
東
側
～
六
角
堂
は

安
全
対
策
検
討
中
。

Q
交
通
弱
者
に
優
し
い
施
策
へ
の
考

え
は
。

 

市
長  
人
優
先
の
安
全
思
想
。
安
心
安

全
な
新
規
市
道
整
備
や
改
修
に
努
め

る
。

ＱＲコード

山中　修平

仕
組
み
づ
く
り
で
残
業
を
減
ら
す

職
員
の
働
き
方
の
現
状
と
あ
り
方
は

Q
職
員
の
残
業
実
態
は
。

 

総
務
部
長  

昨
年
度
は
全
職
員
平
均

10
・
６
時
間
で
、
減
少
傾
向
か
ら
一
転

増
加
し
た
。
台
風
や
庁
舎
移
転
要
因
と

考
え
る
が
、
さ
ら
な
る
抑
制
を
図
る
。

Q
残
業
が
多
い
部
署
は
。

 

総
務
部
長  

産
業
経
済
、
建
設
、
総
務
、

市
民
環
境
、総
合
政
策
の
各
部
で
あ
る
。

Q
残
業
が
多
か
っ
た
個
人
は
。

 

総
務
部
長  

一
ヶ
月
平
均
62
・
９
時
間
。

Q
個
人
へ
の
指
導
は
。

 

総
務
部
長  

２
か
月
連
続
で
30
時
間
、

単
月
で
60
時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
所

属
長
に
職
員
名
と
業
務
内
容
の
報
告
を

求
め
、
業
務
の
進
捗
管
理
と
改
善
策
や

業
務
分
担
の
適
正
化
を
指
導
し
て
い

る
。

Q
18
時
に
パ
ソ
コ
ン
を
強
制
終
了
す

る
大
津
市
の
取
り
組
み
は
。

 

総
務
部
長  

残
業
管
理
や
職
員
の
意
識

向
上
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
仕
事
を
持

ち
帰
る
恐
れ
も
あ
り
、
効
果
を
十
分
見

極
め
て
検
討
し
た
い
。

Q
根
本
的
な
解
決
に
は
。

 

総
務
部
長  
人
事
配
置
、
業
務
分
担
の

改
善
で
総
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
事
、

外
部
委
託
、
Ｉ
Ｔ
化
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
な

ど
、
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

Q
副
市
長
の
所
見
は
。

 

副
市
長  

管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
を
高
め
、
Ｉ
Ｔ
化
や
外
部
委
託
を
進

め
る
事
と
、
既
存
業
務
の
改
廃
が
肝
要

で
あ
る
。

Q
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
た
市
長
は
。

 

市
長  

職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

支
援
し
、
率
先
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ＱＲコード

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

働き方改革が望まれる市役所本庁舎

白線が消えて見えない通学路の横断歩道
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

山岡　光広

新
年
度
見
直
し
の
中
で
対
応

内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想
定
も
マ
ッ
プ
に

Q
地
球
規
模
の
異
常
気
象
に
対
処
す

る
に
は
従
来
の
延
長
線
上
で
な
い
防

災
・
減
災
対
策
が
必
要
。
浸
水
想
定
は

洪
水
だ
け
で
な
く
内
水
面
も
含
め
て
防

災
マ
ッ
プ
に
入
れ
る
べ
き
。
内
貴
橋
詰

に
あ
る
市
営
梅
の
木
住
宅
は
野
洲
川
の

増
水
が
心
配
な
地
域
。
増
水
防
止
の
堤

防
や
一
時
避
難
所
の
あ
り
方
を
見
直
す

べ
き
。

 

危
機
統
括
監  

来
年
度
作
成
す
る
防
災

マ
ッ
プ
に
は
内
水
に
よ
る
浸
水
も
含
め

る
。一
時
避
難
所
に
つ
い
て
は
見
直
す
。

Q
75
歳
以
上
高
齢
者
の
健
康
診
査
。

平
成
27
年
度
か
ら「
生
活
習
慣
病
」で
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
人
は
対
象
外

と
さ
れ
た
。
そ
の
要
因
は
厚
生
労
働
省

の「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
」で「
除
く
こ
と
が
で
き
る
」と

な
っ
て
い
た
た
め
。
改
善
を
求
め
る
声

に
厚
生
労
働
省
は
問
題
の
記
述
を
削
除

し
た
が
、
滋
賀
の
広
域
連
合
の
対
応
は

そ
の
ま
ま
。改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

治
療
過
程
で
受
け
る
検
査
と
同

様
の
健
康
診
査
で
身
体
に
負
担
を
か
け

る
の
で
は
な
く
、
適
正
な
治
療
を
受
け

て
い
た
た
く
こ
と
が
医
療
費
適
正
化
の

対
策
と
し
て
も
必
要
。

Q
新
名
神
甲
南
Ｐ
Ａ
か
ら
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
流
出
路
の
新
設
計
画
、

進
捗
状
況
は
。

 

建
設
部
長  

流
出
路
計
画
の
構
造
は
理

解
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
事

業
実
施
が
非
常
に
困
難
な
状
況
。
引
き

続
き
協
議
し
て
い
く
。

ＱＲコード

山中　善治

重
要
な
機
関
と
認
識
す
る

附
属
機
関
の
活
用
に
つ
い
て

Q
市
役
所
内
の
閉
塞
感
解
決
へ
の
対

策
を
問
う
。

 

総
務
部
長  

管
理
職
を
対
象
に
危
機
管

理
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
気
軽
に

相
談
や
意
見
が
言
え
る
職
場
環
境
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

職
員
の
倫
理
保
持
及
び
法
令
順
守
に

関
す
る
審
査
を
行
う
附
属
機
関
と
し
て

は「
甲
賀
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
審
査

会
」で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
閉
塞
感
の
も
た
ら
す
弊
害
と
し
て
、

関
係
職
員
や
議
員
の
知
ら
な
い
所
で
こ

と
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。「
絵
に
描
い
た
餅
に
し
て
は
い
け

な
い
」と
熱
く
語
ら
れ
る
附
属
機
関
の

委
員
は
、
甲
賀
市
を
大
切
に
思
っ
て
お

り
、
新
し
い
風
の
源
的
存
在
と
考
え
て

い
る
。
附
属
機
関
を
今
一
度
重
要
視
す

る
こ
と
が
閉
塞
感
の
解
消
に
有
効
と
考

え
る
が
所
感
を
問
う
。

 
市
長  

開
か
れ
た
市
政
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
広
く
様
々
な
分
野
か
ら
人
材

を
選
任
し
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
機

関
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
鈴
鹿
馬
子
唄
を
、
午
後
５
時
の
全

市
的
チ
ャ
イ
ム
に
代
わ
っ
て
放
送
す
る

こ
と
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長  

市
内
に
は
様
々
な
民
謡
、

伝
統
芸
能
が
あ
り
、
鈴
鹿
馬
子
唄
だ
け

に
限
ら
ず
、
多
様
な
伝
承
芸
能
を
広
く

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
放
送
も
、

曲
の
長
さ
や
時
間
帯
で
の
相
応
し
さ
な

ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

ＱＲコード

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

A Q

A Q

滋賀県後期高齢者医療広域連合のパンフレット

鈴鹿馬子唄全国大会の様子
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　新人

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
検
討

柏
木
地
域
公
共
施
設
駐
車
場
対
策
は

Q
柏
木
公
民
館
駐
車
場
対
策
に
つ
い

て
。

 

教
育
部
長  

当
該
駐
車
場
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
建
物
周
辺
の
利
用
形
態
を
調

査
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

Q
柏
木
小
学
校
駐
車
場
対
策
に
つ
い

て
。

 

教
育
部
長 

校
舎
玄
関
付
近
及
び
、
近

隣
の
柏
木
児
童
ク
ラ
ブ
の
敷
地
を
利
用

し
な
が
ら
、
体
育
館
南
側
を
含
め
た
学

校
敷
地
を
活
用
し
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
柏
木
児
童
ク
ラ
ブ
の
駐
車
場
対
策

に
つ
い
て
。

 

こ
政
部
長  

柏
木
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
利

用
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
31
年

度
中
に
増
設
を
計
画
し
て
お
り
、
併
せ

て
駐
車
場
も
利
用
者
の
安
全
面
や
利
便

性
を
考
慮
し
、
舗
装
整
備
し
て
い
く
。

Q
柏
木
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
駐
車
場

対
策
に
つ
い
て
。

 
建
設
部
長  

当
公
園
は
整
備
当
初
、
地

元
の
意
向
で
地
域
の
運
動
公
園
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
、
地
域
の
運
動
会
等

実
施
の
時
は
乗
り
合
わ
せ
等
利
用
者
相

互
の
協
力
で
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

Q
柏
木
地
域
の
道
路
対
策
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

全
て
の
路
面
表
示
を
修
繕

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
予
算
確
保
を

行
い
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

Q
観
光
振
興
の
た
め
の
実
態
調
査
は
。

 

産
経
部
長  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法

と
活
用
方
法
を
踏
ま
え
て
検
討
。
観
光

消
費
額
の
把
握
調
査
は
継
続
す
る
。

ＱＲコード

田中　將之

国
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
進
め
る

危
険
な
た
め
池
の
対
策
は

Q
今
年
の
７
月
豪
雨
で
は
、
広
島
県

を
中
心
と
し
て
全
国
で
32
か
所
の
た
め

池
が
決
壊
し
、
た
め
池
の
下
流
に
大
き

な
被
害
を
与
え
た
。
決
壊
に
よ
り
人
的

被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
池
が
、
防
災

重
点
た
め
池
に
選
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

十
分
な
対
策
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
課
題
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
受
け
、
今
後
の
た
め
池
対
策
の

進
め
方（
防
災
重
点
た
め
池
の
再
選
定

と
今
後
の
対
策
）を
先
月
11
月
に
農
水

省
が
取
り
ま
と
め
た
。

　
市
に
お
い
て
も
昨
年
秋
の
台
風
21
号

に
よ
り
水
口
町
下
山
地
先
の
大
谷
新
池

が
決
壊
し
、下
流
へ
の
被
災
が
あ
っ
た
。

市
内
に
は
受
益
者
が
い

な
く
、
管
理
す
る
者
が

い
な
い
た
め
池
が
多
く

あ
る
と
思
う
が
、
廃
止

す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
策
が
あ
る
の
か
。

 

産
経
部
長  

使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め

池
の
廃
止
は
、
堤
体
を
切
り
割
る
こ
と

で
貯
水
出
来
な
い
状
態
に
し
、
結
果
破

堤
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
工
法

が
一
般
的
。
国
か
ら
の
支
援
策
と
し
て

は
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の
補
助

制
度
も
あ
り
、
条
件
を
満
た
せ
ば
一
定

額
を
上
限
に
全
額
国
の
負
担
で
事
業
が

実
施
出
来
る
。
た
だ
し
、
た
め
池
を
廃

止
す
る
場
合
、
た
め
池
所
有
者
及
び
管

理
者
や
受
益
者
と
の
調
整
、
廃
止
し
た

場
合
の
下
流
水
路
へ
の
影
響
等
を 

検

討
し
た
上
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
今
後

は
、
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
、
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

ＱＲコード

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

A Q

A Q

柏木公民館前路上駐車

昨年秋の台風 21 号により破堤した
水口町の大谷新池
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　律子

関
係
者
が
調
整
を
図
り
進
め
て
い
く

農
福
関
連
事
業
の
促
進
を
地
域
農
業
で

Q
市
内
の
農
福
連
携
事
業
の
実
態
と

課
題
は
。

 

産
経
部
長  

現
在
の
と
こ
ろ
農
福
連
携

で
就
労
支
援
の
組
織
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
農
業
・
福
祉
の
双
方
の
知
識
を
も

つ
ス
タ
ッ
フ
の
発
掘
や
育
成
な
ど
今
後

検
討
し
て
い
く
。

Q
今
後
市
内
に
も
障
が
い
者
の
た
め

の
就
労
支
援
が
よ
り
必
要
に
な
る
が
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

 

産
経
部
長  

農
業
法
人
等
に
よ
る
障
が

い
者
雇
用
、
福
祉
事
務
所
の
農
業
分
野

へ
の
参
入
、
農
地
の
確
保
な
ど
の
条
件

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
本
市
な
ら
で
は
の
加
工
品
開
発
、

特
産
品
作
り
の
強
化
や
地
域
と
企
業
と

の
関
係
づ
く
り
が
必
要
。
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
支
援
窓
口
も
求
め
ら
れ
る
が
。
農

政
・
福
祉
の
密
接
な
繋
が
り
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

 

産
経
部
長  

今
後
こ
の
取
り
組
み
の
販

売
・
栽
培
の
技
術
習
得
に
お
い
て
も
行

政
・
学
校
・
地
域
企
業
が
一
体
と
な
っ

た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
相
談
窓
口

に
つ
い
て
は
、
甲
賀
地
域
農
業
セ
ン

タ
ー
で
の
個
別
相
談
会
や
経
営
相
談
会

も
利
用
で
き
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

Q
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
農
産
物
や
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
生
産
・

売
り
込
み
に
対
し
て
も
就
労
支
援
に
発

展
す
る
事
業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
が
。

 

産
経
部
長  

関
係
者
が
調
整
を
図
り
推

進
す
る
。

Q
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
お
客
様
対
応

の
改
善
に
つ
い
て
。

 

総
政
部
長  

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
等
丁

寧
な
対
応
で
。

ＱＲコード

橋本　恒典

社
会
教
育
施
設
を
核
に
推
進

社
会
教
育
に
対
す
る
考
え
方
は

Q
滋
賀
県
青
年
大
会
の
開
催
状
況
は
。

 

教
育
長  

８
月
に
本
市
と
湖
南
市
で
開

催
さ
れ
、甲
賀
市
か
ら
は
37
人
が
参
加
。

Q
青
少
年
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
は
。

 

教
育
長  

そ
の
環
境
を
整
え
、
指
導
者

等
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
社
会
的
養
護
の
充
実
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
。

 
こ
政
部
長  

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
強
化
に
努
め
て
い
く
と
共
に
、

里
親
制
度
や
児
童
養
護
施
設
に
つ
い
て

県
と
連
携
し
家
庭
的
養
護
が
推
進
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Q「
鹿
深
の
家
」の
周
辺
環
境
は
。

 

こ
政
部
長  

市
道
の
整
備
や
通
学
路
の

安
全
対
策
等
向
上
し
て
い
る
。

Q
社
会
教
育
に
対
す
る
考
え
方
は
。

 

教
育
長  

社
会
教
育
施
設
を
核
に
学
習

機
会
の
提
供
や
支
援
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
住
民
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
地
域
住
民
等
に
よ
る
地
域
学
校
協

働
活
動
の
普
及
啓
発
と
体
制
整
備
は
。

 

教
育
部
長  

地
域
学
校
協
働
本
部
を
全

国
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
中
央
教
育
審

議
会
で
提
言
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 ＱＲコード

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

A Q

A Q

甲賀中央公園体育館での開会式

道路整備等が進む鹿深の家周辺

京都式農福連携事業
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

小西喜代次

県
市
双
方
に
有
効
と
の
事
で
ま
と
ま
っ
た

窯
業
試
験
場
移
転
先
土
地
の
経
過
は

Q
県
立
信
楽
窯
業
技
術
試
験
場
の
陶

芸
の
森
前
へ
の
移
転
計
画
で
、
市
が
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
に
関
し
、
市
は
県

の
発
意
で
あ
る
と
し
、
県
は
市
か
ら
の

申
し
出
と
し
て
い
る
が
、
県
・
市
ど
ち

ら
の
発
意
な
の
か
。
土
地
取
得
の
判
断

は
い
つ
、
ど
の
会
議
か
。
土
地
開
発
基

金
で
の
取
得
は
基
金
の
目
的
と
整
合
性

は
。　

 

副
市
長  

ど
ち
ら
か
ら
と
い
う
事
で
は

な
く
、
双
方
に
と
っ
て
有
効
と
の
事
で

ま
と
ま
っ
た
。

 

産
経
部
長
・
市
長  

市
の
土
地
取
得
の

判
断
は
、
政
策
会
議
で
９
月
10
日
に
方

向
性
を
、
11
月
20
日
に
取
得
の
判
断
を

し
た
。
土
地
開
発
基
金
で
の
取
得
は
適

正
で
あ
る
。

Q
政
策
形
成
過
程
は「
水
面
下
」で
進

め
ら
れ
て
お
り
、「
つ
ね
に
市
民
、
議

会
の
声
を
聞
く
」と
い
う
市
長
の
基
本

姿
勢
と
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
県
立

施
設
で
あ
り
、
当
然
県
が
土
地
を
取
得

す
る
立
場
で
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

市
長  

本
件
は
、
市
が
一
旦
全
体
を
取

得
し
、
分
割
し
て
県
に
移
転
し
な
い
限

り
、
試
験
場
の
移
転
用
地
を
確
保
す
る

手
段
は
な
く
、
そ
れ
を
現
試
験
場
敷
地

と
等
価
交
換
す
る
も
の
。
今
後
も
市
民

や
議
会
に
意
見
を
聴
き
な
が
ら
進
め
る

と
い
う
基
本
姿
勢
に
は
何
ら
変
わ
り
は

な
い
。

ＱＲコード

竹若　茂國

市
民
が
活
用
で
き
る
複
合
施
設
に

旧
甲
南
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て

Q
旧
甲
南
庁
舎
の
利
用
に
つ
い
て
。

 

総
務
理
事  

窓
口
業
務
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
就
学
前
発
達
支
援
、
商

工
会
、
観
光
協
会
、
公
的
団
体
事
務
所
、

３
階
議
場
は
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
夜
間
土
日
も
利
用
で
き
る
複
合
施

設
の
予
定
。

Q
市
民
の
複
合
施
設
で
あ
り
、
名
称

を「
甲
南
市
民
セ
ン
タ
ー
」に
し
て
は
。

 

市
長  

複
合
施
設
の
た
め
地
域
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
意
見
を
聞
い
て
検
討
す

る
。

Q
消
防
団
の
再
編
に
お
け
る
団
員
の

空
白
地
域
の
対
策
は
。

 

危
機
統
括
官  

自
主
防
災
組
織
の
充
実

強
化
を
進
め
る
。

Q
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
は
ど
う

す
る
の
か
。

 

健
福
部
長  

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

及
び
個
別
避
難
行
動
計
画
を
地
元
と
福

祉
関
係
者
等
に
よ
り
作
成
す
る
。

Q
敬
老
祝
い
金
廃
止
後
の
事
業
費
の

活
用
に
つ
い
て
。

 

健
福
部
長  

健
康
寿
命
モ
デ
ル
事
業
、

健
康
予
防
事
業
、
高
齢
者
移
動
支
援
を

検
討
し
た
い
。

 

市
長  

高
齢
者
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
高
齢
者
の
皆
様
の
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
施
策
に
必
ず
結
び
つ
け
る
。

Q
県
道
草
津
伊
賀
線
の
甲
南
地
先
歩

道
の
設
置
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

県
は
、
地
権
者
の
用
地
等

の
同
意
が
あ
れ
ば
整
備
を
進
め
る
と
の

こ
と
。
幹
線
道
路
で
あ
り
甲
賀
土
木
と

連
携
し
て
事
業
に
取
り
組
む
。

ＱＲコード

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

A Q

A Q

旧甲南庁舎　議場

「陶芸の森」前の県立信楽窯業技術試験場移転先予定地
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

里見　　淳

公
民
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
検
討

公
共
事
業
に
も
っ
と
民
間
活
力
を

Q
甲
賀
市
の
公
共
事
業
に
お
け
る
民

間
活
力
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
か
。

 

総
務
理
事  

指
定
管
理
者
制
度
が
主
だ

が
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
立
命
館
大

学
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。

Q
も
っ
と
民
間
活
力
を
生
か
し
た
公

民
連
携
が
で
き
る
は
ず
。
と
こ
ろ
で
、

総
務
部
が
作
っ
た
中
長
期
計
画
で
は
、

今
後
の
投
資
的
経
費
の
見
込
み
が
厳
し

い
と
い
う
試
算
だ
が
。

 

総
務
部
長  

現
在
は
市
庁
舎
の
建
設
な

ど
で
１
０
０
億
円
程
度
の
投
資
的
経
費

だ
が
、
32
年
度
以
降
は
抑
制
す
る
。

Q
抑
制
し
た
投
資
的
経
費
で
は
、
今

ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
と
思
う
が
。

 

総
務
部
長  

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
公
民

連
携
し
て
、
財
源
の
確
保
を
目
指
す
。

Q
そ
の
た
め
に
は
条
例
な
ど
の
法
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

総
務
理
事  

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は

必
要
不
可
欠
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
必
要
と
な
る
条
例
等
の
整
備
に
つ

い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Q
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
は
ど
れ

く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の
か
。

 

総
務
理
事  

関
係
部
局
で
調
整
し
、
概

ね
１
年
間
ぐ
ら
い
か
か
る
が
、素
案
は
、

も
う
少
し
早
い
段
階
で
作
成
し
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

Q
公
民
連
携
の
専
門
部
署
を
立
ち
上

げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

総
務
理
事  

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
来
上

が
れ
ば
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
る
。

ＱＲコード

森田　久生

今
後
40
年
間
で
３
４
９
億
円
が
不
足

現
公
共
施
設
の
維
持
管
理
財
源
状
況
は

　
今
回
は
、「
公
共
施
設
等
の
今
後
の

維
持
管
理
問
題
」と
、「
当
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

Q
老
朽
化
が
進
み
危
機
的
な
公
共
施

設
全
般
に
対
す
る
市
長
の
現
認
識
は
。

 

市
長  

市
内
４
０
０
を
超
え
る
公
共
建

築
物
は
、
約
半
分
が
築
30
年
以
上
を
経

過
、
水
道
施
設
や
道
路
、
橋
梁
に
つ
い

て
も
更
新
時
期
が
近
付
い
て
お
り
、
今

後
多
額
の
費
用
が
必
要
と
認
識
。

Q
現
在
の
公
共
施
設
を
全
て
維
持
す

る
場
合
、
今
後
40
年
間
で
改
修
・
更
新

に
必
要
な
費
用
の
試
算
額
は
。

 

総
務
理
事 

今
後
40
年
間
で
、
１
１
１

２
億
円
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。

Q
今
後
40
年
間
で
公
共
施
設
に
投
資

可
能
額
と
財
源
不
足
の
見
込
み
額
は
。

 

総
務
理
事  

今
後
40
年
間
で
、
公
共
施

設
に
掛
け
ら
れ
る
額
は
、７
６
３
億
円
、

約
３
４
９
億
円
が
不
足
す
る
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
、
返
礼
品

に
対
す
る
見
直
し
案
が
政
府
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対

す
る
市
長
の
認
識
は
。

 

市
長  

制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
し
返
礼
品

競
争
で
多
額
の
寄
付
を
集
め
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
当
市
で
は
返
礼
率
を
３

割
以
内
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
本
市
の

魅
力
発
信
に
活
用
し
た
い
。

Q
当
市
の
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
実
績
と
今
年
度
見
込
み
は
。

 

総
政
部
長  

昨
年
度
は
５
４
９
件
、

１
４
８
６
万
円
の
実
績
。
今
年
度
は
、

件
数
・
寄
付
額
と
も
昨
年
を
大
き
く
上

回
る
。

ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

A Q

一般質問

老朽化が進み新築が計画されている信楽地域市民センター

新しい公民連携のイメージ
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甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

組合議会報告
条
例
の
一
部
改
正

　

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

給
与
、
勤
勉
手
当
、
期
末
手
当
を
引
き

上
げ
る
も
の
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
６
７
１

万
７
千
円
を
減
額
。
職
員
異
動
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
、
消
防
車
両
機

器
等
の
整
備
、
そ
の
他
契
約
に
よ
る
額

確
定
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

は
し
ご
付
消
防
自
動
車

披
露
式

　

定
例
会
の
後
、
10
月

30
日
に
更
新
さ
れ
、
湖

南
中
央
消
防
署
に
配
備

さ
れ
る
は
し
ご
付
消
防

自
動
車
の
お
披
露
目
式

が
あ
り
ま
し
た
。

　

契
約
額
２
億
７
０
０

平
成
30
年
第
４
回
臨
時
会　

12
月
26
日

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会　

12
月
26
日

　
来
年
４
月
の「
地
方
独
立
行
政
法
人
」化
に
向
け
て
、
必
要
な
議
案
が
上
程
、

審
議
の
上
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
則

り
、
必
要
な
条
件
整
備
に
ま
つ
わ
る
も

の
が
21
議
案
で
、
種
別
は
、
新
規
条
例

12
、
一
部
改
正
６
、
廃
止
１
、
定
款
変

更
１
、
権
利
の
承
継
１
。

　

そ
の
他
、
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正
が
１
議
案
。

●
地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院

定
款
の
変
更

●
地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院

に
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定
め
る
こ
と

　

保
有
す
る
不
動
産
を
不
動
産
登
記
法

に
基
づ
き
鑑
定
し
、
定
款
変
更
で
建
物

面
積
を
変
更
。
ま
た
そ
れ
を
、
病
院
組

合
か
ら
法
人
に
承
継
さ
せ
る
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
そ
の
詳
細
や
影
響
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院

の
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

法
人
の
財
産
処
分
の
際
、
評
価
委
員

会
の
意
見
を
聞
き
、
ま
た
議
会
承
認
を

必
要
と
す
る
額
を
定
め
る
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
見
積
価
格
の
基
準
や
額

の
根
拠
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
公
立
甲
賀
病
院
組
合
負
担
金
分
賦
割

合
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

構
成
２
市
の
負
担
割
合
を
地
方
交
付

税
交
付
金
基
準
に
よ
る
算
定
方
式
に
変

更
す
る
も
の
。

 

採
決　
21
議
案
は
全
員
賛
成
に
て
可

決
・
認
定
。

●
公
立
甲
賀
病
院
組
合
公
告
式
条
例
の

一
部
改
正

 

採
決　
討
論
な
し
で
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
。

万
円
の
新
型
で
、
機
動
性
や
消
火
能
力

な
ど
、性
能
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

車
両
全
長
10
・
７
ｍ
で
伸
ば
し
た
は

し
ご
の
高
さ
は
約
30
ｍ
あ
り
、
電
動
式

放
水
銃
や
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機

能
を
持
ち
、
高
層
ビ
ル
の
火
災
に
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。
は
し
ご
の
上
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
は
６
人
ま
で
乗
れ
る
の
で
、
消

火
や
救
助
に
は
大
い
に
役
立
つ
構
造
で

す
。

　

当
日
は
組
合
議
員
も
交
代
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
乗
り
込
み
、
地
上
30
ｍ
の
恐

怖
と
消
防
員
の
任
務
の
厳
し
さ
を
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

新規更新されたはしご付消防自動車

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）、
以
上
２
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

消防本部で開催された公立甲賀病院組合議会
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議会改革推進特別委員会（倫理条例）
　

本
条
例
は
、
昨
年
か
ら
特
別
委
員
会

で
議
論
を
積
み
重
ね
、
12
月
定
例
会
で

委
員
会
提
案
と
し
て
上
程
し
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
議
会
基
本
条
例
第
18
条

「
議
員
の
政
治
倫
理
」の
規
定
を
補
完
す

る
も
の
で
、
議
会
と
市
民
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
公
正
で
民
主
的
な
市
政

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
本
条
例
で
は
、
政
治
倫
理
の
基

準
を
定
め
、
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
政
治
倫
理
基
準
は
、「
常

に
市
民
全
体
の
利
益
の
実
現
及
び
福
祉

向
上
を
目
指
し
て
行
動
す
る
」「
市
が
出

資
し
て
い
る
法
人
若
し
く
は
市
の
施
設

の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
が
行
う
許

可
又
は
請
負
そ
の
他
契
約
に
関
し
、
特

定
の
者
の
た
め
に
有
利
又
は
不
利
な
取

り
扱
い
を
す
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

な
い
」こ
と
な
ど
を
定
め
、
こ
の
規
定

に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
議
員
が
あ
る
と
き
は
審
査
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

議
員
は
市
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
市
民
の
負
託
に
答
え
得
る
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲
賀
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

　

な
お
、
制
定
に
向
け
て
、
市
民
の
皆

様
に
内
容
を
公
表
し
広
く
ご
意
見
を
募

集
し
ま
し
た
。
２
人
か
ら
４
件
の
ご
意

見
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

読んでみたくなる

はじめます。

読んでみたくなる

はじめます。

作戦
会議

市議会だよりを作成していて、いつも悩むのが
「どうすれば若い世代に情報が届くのだろう‥」
「どんな紙面なら読みたくなるのだろう？」
ということ。
そこで自由な発想とするどい感性に、アイデアをもらいたい！
との思いで、市内の高校に通うみなさんに、ご意見をいただくため
読者モニター会議を開催します！

ご参加いただける高校は、議会事務局にご連絡ください
甲賀市議会事務局
〒528ー 8502　甲賀市水口町水口6053番地
TEL 0748ー 69ー 2259　FAX 0748ー 63ー 4373
E-mail koka05101000＠city.koka.lg.jp

Help
Me!

Help
Me!Help
Me!

議員が皆さんの高校へうかがい
ます！広報担当８人で行かせて
いただきます。

高校生の方15人～20人ぐらい
のご参加がいただければうれし
い 　です！

市議会だより55号、56号、57
号をお届けしますので、
読んでいただき、率直な感想を
お聞かせください！

なんていただけたら最高　 です！

読む気になれな～い　 

文字多すぎ　 かたすぎる…

こんなだったらいいのに　 

読んでみたくなる「読モ会議」 に参加してくださ～い
‼

詳しくは
甲賀市議会HPへ
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兵庫県丹波市
　市議会だより「たんばりんぐ」は、地
元の高校生との取り組みによる読モ
会議などの特集ページや、議案審
議は特に議論となった点を詳
しく紹介するなど、わかり
やすい内容に。
　議会だよりの読者層を
広げるため、30 ～ 40代の子
育て世代の女性にターゲットを
設定、これにより他の世代にもよく
読んでいただけるようになったとのこ
と。

広報特別委員会

先
進
地
視
察
研
修
よ
り
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

広
報
特
別
委
員
会
は
、
平
成
30
年
10
月
30
日
・
31
日
の
２
日
間
、

議
会
広
報
広
聴
事
業
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

広島県廿日市市
　議会広報誌「さくら」は、巻頭の特集を
委員長、副委員長の２つのチームに分か

れて対談をシリーズ化。この手
法は当市でも導入できるのでは
ないか。
　また、審議議案は、３つの案
件に絞り詳しく内容を掘り下げ
る手法をテンプレート化すること
により分担もしやすいのではない
かと感じました。

　

視
察
研
修
を
と
お
し
て

「
甲
賀
市
議
会
だ
よ
り
」を
さ

ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。



市民の
みなさんに市議会

議員をみじかに感じて
いただきたいとのおもい
から、議席番号順に全議
員をクローズアップ
していきます。

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

▼櫟野寺の大開帳が予想を大幅に
上回る４万人近い人がお参りされま
した。ありがたいことです。 ▼ありが
たいといえば、今年の10月からのＮＨ
Ｋ朝の連続ドラマの舞台が甲賀市に
なりました。そう、「スカーレット」で
す。今からとても楽しみですね。盛り
上げていきましょう。 ▼広報特別委員
会では、視察研修の結果を反映し、新
しい企画を練っています。次号では高
校生の読者モニターを募集し、議会
だよりに若い率直な意見を取り入れ
ていきます。私たちもどんな意見が
出てくるかワクワクしています。 ▼今
年は暖冬なんでしょうか、去年より暖
かい日が増えた気がします。 ▼とはい
え朝晩は冷え込みます。体を動かし
暖かくしてから外に出るようにしてく
ださい。    （広報特別委員　里見淳）

　甲賀市消防出初式が
１月 13 日、あいこう
か市民ホールで開催さ
れました。式典に先立

ち分列行進が市民ホール周辺で行われ、
その後、式典が行われました。式典では
長年に渡り消防活動にご尽力いただいた
方々への感謝状の贈呈や現役で活躍され
ている団員への表彰状の授与が行われた
他、夏休みこども防火川柳の優秀作品の
表彰も行われました。
　式典終了後は車両パレードの後、各方
面隊ごとに放水訓練が行われました。（表
紙写真は杣
川河川敷で
の甲南方面
隊による一
斉放水）

編集後記

（写真撮影：糸目仁樹委員） 

市議会議員紹介

Vol.3

あなたとつなぐ

山　中　修　平 水口町在住

奥　田　宏　嗣 甲南町在住

やま　　なか　　しゅう　　へい

おく　　　だ　　　こう　　　じ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

社会の閉塞感を感じ、地域の声を甲賀市政に届けたいと思った。

「ゆりかごから墓場まで」という行政の範囲の広さと自らの勉強不足を感じた。

常に民意を意識しつつも流されず、あるべき方向性を守ること。

じっくりと声を聞き、丁寧に考えを伝える。できないことは言わない。

観音様（宮町）や横たわる妊婦（宇川）など、各地域から見える山の稜線。

まちおこし・地域活性化等に関心があり、地元前職の引退に伴い打診されたのが大きなきっかけ。

議員という立場の難しさと共に自己研鑽を積んで行かないといけないと感じているところ。

出来るだけ多くの人と出会い、その出会いを大切に。そしてもっと色々な地域を知っていきたい。

しっかりお話を伺い、応えられるように努める。

甲南町杉谷新田の景色は癒。甲南町寺庄の創造の森は梅・桜など、見所が増えてくると思います。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

24
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議会の傍聴にお越しください！
本会議は誰でも傍聴することができます。
傍聴を希望する方は議会事務局までお問
い合わせください。

３月議会の予定
２月19日

本会議（第１日）議案上程・提案理由説明・施政方針
２月27日

本会議（第２日）代表質問
３月１日

本会議（第３日）議案審議
３月４日

本会議（第４日）一般質問
３月５日

本会議（第５日）一般質問
３月６日

本会議（第６日）一般質問
３月７・８・11・13
　　14・15・18・19日

委員会
３月20日

委員会予備日
３月25日

本会議（第７日）最終日
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